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〈
お　
祝　
い
〉

　

左
記
の
方
々
は
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
医
六 

白
倉　
義
則　
殿

旭
日
双
光
章

　
医
八 

白
岩　
道
夫　
殿

日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞

　
医
二
一 

奥
野　
　
豊　
殿

日
本
医
師
会
優
功
賞

　
医
二
二 

臼
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康
雄　
殿

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
緑
十
字
賞

　
医
二
三 

中
居　
重
直　
殿

臓
器
移
植
対
策
推
進
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

感
謝
状

　
医
二
三 

藤
岡　
知
昭　
殿

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
医
二
四 

石
田　
　
薫　
殿

瑞
宝
小
綬
章

　
他
七
六 

伊
藤　
忠
一　
殿

瑞
宝
双
光
章

　
他
七
九 

佐
々
木
久
夫　
殿

〈
大
学
人
事
〉

医
学
部

内
科
学
講
座
循
環
器
内
科
分
野（
教
授
）新
任

　
一
〇
月
一
日
付 

森
野　
禎
浩

内
科
学
講
座
糖
尿
病
・
代
謝
内
科
分
野
（
准

教
授
）
昇
任

　
一
〇
月
一
日
付 

高
橋　
和
眞

睡
眠
医
療
学
科
（
講
師
）

臨
床
検
査
医
学
講
座
よ
り
所
属
異
動

　
一
〇
月
一
日
付 
西
島　
嗣
生

 

新
年
の
ご
挨
拶 

圭
陵
会
会
長　

石　
川　
育　
成

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。

　
昨
年
の
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
ま
さ

に
未
曽
有
の
大
災
害
で
あ
り
、
東
北
の
沿
岸
部
を
中

心
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
発
災
直
後
の
惨

憺
た
る
状
況
の
中
で
、
全
国
の
圭
陵
会
支
部
及
び
会

員
の
皆
様
か
ら
、
お
見
舞
い
や
激
励
な
ど
多
く
の
勇

気
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
幸
い
に
も
大
学
は
内
陸
に
位
置
し
て
お
り
、
建
物

に
も
甚
大
な
被
害
は
な
く
、
職
員
、
学
生
へ
の
直
接

の
被
災
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

会
員
の
多
く
が
被
災
し
た
地
域
に
居
住
し
て
お
る
こ

と
か
ら
、
逝
去
さ
れ
た
会
員
が
九
名
、
行
方
不
明
の

方
が
一
名
、
そ
の
他
診
療
所
・
自
宅
が
損
壊
さ
れ
た

方
、
福
島
の
原
発
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
方
を
含
め

る
と
被
害
を
受
け
た
会
員
は
六
百
名
以
上
に
及
ん
で

お
り
ま
す
。
多
く
の
被
災
さ
れ
た
会
員
並
び
に
ご
家

族
の
皆
様
に
対
し
て
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
全
国
の
会
員
か
ら
多
大
の
義
援
金
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
が
、
全
て
被
災
さ
れ
た
会
員
へ
の
支
援

に
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、震
災
発
生
以
来
、岩
手
医
科
大
学
は
岩
手
県
、

岩
手
県
医
師
会
、
岩
手
県
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
て
、

一
丸
と
な
っ
て
被
災
地
の
医
療
支
援
に
尽
力
し
て
参

り
ま
し
た
。
派
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
ほ
ぼ
撤
収
し
た
八
月

か
ら
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
岩
手
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
元

な
ら
で
は
の
支
援
を
続
け
て
、
被
災
地
の
医
療
の
建

て
直
し
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
一
方
で
、
母
校
岩
手
医
科
大
学
は
、
矢
巾
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
移
転
が
着
々
と
進
み
、
二
十
三
年
一
月
二

十
七
日
に
は
附
属
病
院
の
起
工
式
、
同
三
月
八
日
に

は
医
学
部
・
歯
学
部
の
講
義
棟
、
実
習
棟
、
研
究
棟
、

学
友
会
館
の
完
成
落
成
式
、
同
十
二
月
一
日
に
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
・
格
納
庫
の
起
工
式
と
進
捗
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
大
災
害
を
乗
り
越
え
て
、
母
校
岩
手
医

大
が
更
に
発
展
、
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
て

の
大
学
関
係
者
、
全
て
の
圭
陵
会
員
の
ご
協
力
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す

平
成
二
三
年
一
一
月
四
日

　
専
一
一 

石
井　
智
海　
殿

　
静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
小
松
四
四
九
八
―
五

平
成
二
三
年
一
一
月
一
日

　
専
一
五 
白
岩　
敏
夫　
殿

　
福
島
県
田
村
市
常
葉
町
常
葉
字
内
町
四
八

平
成
二
三
年
八
月
三
日

　
専
一
六 

境
田　
　
豊　
殿

　
神
奈
川
県
小
田
原
市
前
川
四
七
四
―
一
―
五
〇
七

平
成
二
三
年
一
〇
月
二
三
日

　
専
一
六 

坂
本　
勝
雄　
殿

　
北
海
道
帯
広
市
白
樺
一
六
条
東
一
九
―
一
八
―
三

平
成
二
〇
年
一
二
月
一
〇
日

　
専
一
六 

瀧
野　
敏
弥　
殿

　
北
海
道
函
館
市
駒
場
町
六
―
三
三

平
成
二
三
年
三
月
一
八
日

　
専
一
八 

町
田　
利
晴　
殿

　
北
海
道
函
館
市
本
町
一
二
―
一
六

平
成
二
一
年
一
〇
月
一
八
日

　
専
一
九 

伊
藤　
弘
之　
殿

　
北
海
道
函
館
市
湯
川
町
二
―
七
―
七

平
成
二
三
年
一
一
月
一
四
日

　
専
一
九 

木
村　
　
正　
殿

　
秋
田
県
湯
沢
市
西
愛
宕
町
四
―
一
八

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
四
日

　
医
二 

中
村　
昭
一　
殿

　
静
岡
県
焼
津
市
吉
永
五
〇
五
―
一

平
成
二
三
年
一
〇
月
六
日

　
医
八 

平
田　
輝
夫　
殿

　
北
海
道
函
館
市
松
陰
町
二
七
―
四
一

平
成
二
三
年
一
一
月
七
日

　
医
九 

渋
谷　
邦
彦　
殿

　
富
山
県
射
水
市
殿
村
一
三
七

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日

　
医
一
〇 

小
野
寺　
勲　
殿

　
岩
手
県
岩
手
郡
滝
沢
村
滝
沢
字
室
小
路
一
八
九
―
二

平
成
二
三
年
一
〇
月
一
四
日

　
医
一
四 

岡
崎　
　
寛　
殿

　
福
島
県
白
河
市
字
道
場
小
路
九
一
―
八

平
成
二
三
年
一
〇
月
二
九
日

　
医
一
五 

星
野　
干
城　
殿

　
愛
知
県
岡
崎
市
樫
山
町
字
新
居
野
五
六
―
五

平
成
二
三
年
一
一
月
二
一
日

　
医
二
七 

安
藤　
幾
朗　
殿

　
青
森
県
三
沢
市
中
央
町
三
―
一
二
―
三
六

平
成
二
三
年
一
一
月
八
日

　
歯
八 
大
島　
　
敏　
殿

　
埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
寄
居
六
一
四

平
成
二
二
年
一
一
月
三
〇
日

　
歯
三
〇 

後
藤　
綾
子　
殿

　
青
森
県
青
森
市
篠
田
一
―
二
五
―
八
八
―
一
〇
一

平
成
二
三
年
九
月
二
〇
日

　
他
六
三 

永
塚　
道
夫　
殿

　
岩
手
県
盛
岡
市
緑
が
丘
四
―
一
―
七

平
成
二
三
年
一
一
月
六
日

　
他
六
七 

工
藤　
啓
吾　
殿

　
岩
手
県
盛
岡
市
西
松
園
三
―
二
―
五

　
平
成
二
十
三
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
字

は
「
絆
」
で
あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
爪
痕
は
未
だ
深
く
、
御
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
皆
様
も
お
い
で
の
こ
と
と
拝

察
い
た
し
ま
す
。
冒
頭
の
石
川
会
長
の
ご
挨

拶
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
圭
陵
会
員
の
皆

様
か
ら
の
絶
大
な
ご
支
援
や
、
心
温
ま
る
激

励
の
お
言
葉
を
聞
く
に
つ
け
、
杜
の
都
盛
岡

で
育
く
ま
れ
た
絆
の
深
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
は
長
い
年
月

が
か
か
り
ま
す
。
沿
岸
地
域
で
の
医
療
の
復

活
は
も
と
よ
り
、
原
発
被
害
で
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
福
島
の
原
状
回
復
に
は
、
数
十
年
単

位
で
の
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
学

で
も
県
や
国
と
連
携
し
、
長
期
に
わ
た
る
地

域
医
療
支
援
、
災
害
医
療
対
策
、
住
民
の
健

康
・
精
神
医
療
に
係
る
調
査
な
ど
、
複
数
の

施
策
に
参
加
す
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

す
。
広
報
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
大
学
の

取
り
組
み
も
含
め
、
被
災
地
か
ら
の
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り
上
げ
、
会
員
の
皆
様
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 

（
前
沢
千
早
、
稲
葉
大
輔
、
曽
根
美
雪
）

記

編
集
後
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新
年
の
ご
挨
拶

　
岩
手
医
科
大
学　

　
　

学
長　
　

小　
川　
　
　
彰

　
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
月
十
一
日
の
災
害
に
始
ま
り
、
災

害
対
策
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
特
に
、

被
災
さ
れ
た
圭
陵
会
会
員
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
東
日
本
大
震
災

津
波
大
災
害
を
乗
り
越
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
復

興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
大
災
害
以
前
か
ら
準
備
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
格
納
庫
ヘ
リ
ポ
ー

ト
が
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
C
敷
地
に
三
月
に
は
完
成

し
、
四
月
か
ら
試
験
運
用
を
経
て
本
格
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
岩
手
県
の
救
急
医
療
に
大
い
に
力

と
な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
医
学
講
座
、
災
害
地
域
精
神
医
学

講
座
を
寄
付
講
座
と
し
て
開
設
し
、
同
時
に
岩
手

県
の
委
託
を
受
け
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
本
学
に
設
置
し
、
被
災
地
に
お
い
て
長
期
・
継

続
的
に
行
う
必
要
の
あ
る
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
対
策
の

実
施
機
関
を
整
備
し
ま
す
。
災
害
医
学
講
座
関
連

で
は
、
文
部
科
学
省
に
発
災
直
後
か
ら
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
「
災
害
時
地
域
医
療
支
援
教
育
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
昨
年
末
の
三
次
補
正
に
組

み
込
ま
れ
、
施
設
設
備
費
合
わ
せ
て
十
一
億
円
の

ご
支
援
を
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
完

成
し
た
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
移
転
整
備
計
画

第
一
次
事
業
、
第
二
次
事
業
に
加
え
、
新
た
に
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
棟
」
を
整
備
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
東
講
義
実
習
棟
と
ほ
ぼ
同
じ
建
物

規
模
で
、
来
年
度
中
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。
平

成
三
十
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
い
る
矢
巾
キ
ャ
ン
パ
ス
の
C
敷
地
の
「
附
属

病
院
本
院
」「
内
丸
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
連

動
さ
せ
、
教
育
研
究
環
境
は
更
に
充
実
す
る
事
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
末
に
は
薬
学
部
一
期
生
が
卒
業

し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
大
学
院
も
整
備
さ
れ
ま
す
。

医
学
部
、
歯
学
部
、
薬
学
部
三
学
部
が
同
じ
キ
ャ

ン
パ
ス
に
学
び
、三
学
部
が
密
に
連
携
し
て
教
育
、

研
究
が
で
き
る
環
境
を
有
す
る
大
学
は
他
に
類
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
部
単
位
で
は
な
い
統
合

基
礎
講
座
も
導
入
し
ま
し
た
。
例
え
ば
学
部
毎
に

別
個
の
講
座
だ
っ
た
医
科
解
剖
、
歯
科
解
剖
講
座

な
ど
を
統
合
し
学
部
横
断
的
に
統
合
し
た
講
座
に

再
編
し
ま
し
た
。
全
て
の
基
礎
講
座
を
統
合
し
た

の
で
す
。
こ
の
様
に
学
部
を
超
え
た
密
な
連
携
や

統
合
基
礎
講
座
は
日
本
で
初
め
て
で
す
。
日
本
の

将
来
の
新
し
い
大
学
の
モ
デ
ル
と
も
な
り
得
る
試

み
で
あ
り
、
壮
大
な
社
会
実
験
と
言
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
面
で
の
整
備
拡
充
は
も
と
よ
り
、
大
学
運
用
の

ソ
フ
ト
面
で
も
こ
の
様
な
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を

次
々
と
導
入
し
、
地
方
に
あ
り
な
が
ら
日
本
を
、

ま
た
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
大
学
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
べ
く
教
職
員
一
同
努
力
を
続
け
て
参
り
ま

す
。

　

圭
陵
会
の
皆
様
に
は
ご
理
解
を
賜
り
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

第１回岩手医科大学研究者支援講演会のご案内第１回岩手医科大学研究者支援講演会のご案内
岩手医科大学
研究者支援室設置準備委員会
委員長  増　田  友　之

　本学では岩手医科大学に在籍する研究者の「働きかた、暮らしかた」を考え、より良い環
境を実現する機会とするため、ワーク・ライフ・バランスに関する講演会を開催することと
いたしましたので、ご案内いたします。

 

     あつみ    なおき 

講師：渥美 由喜 先生 内閣府 男女共同参画会議専門委員 
            くめ  しょうえん 

    粂  昭苑 先生 熊本大学 発生医学研究所教授 
                            男女共同参画学長補佐 
 

第 1回 
岩手医科大学研究者支援講演会 

見つめ直してみませんか？ 
私たちの 

働きかた・暮らしかた
ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

 

第 1回 
岩手医科大学研究者支援講演会 

見つめ直してみませんか？ 
私たちの 

働きかた・暮らしかた
ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

 

日時：平成 24年 2月 16日 (木)  16時～17時 45分 

会場：岩手医科大学 矢巾キャンパス 本部棟 4階大会議室 

     中継会場 内丸キャンパス 創立 60周年記念館 9階第 2講義室 

         Ustream 配信も行います（視聴方法は下記ホームページ URLをご覧下さい） 

本学における男女共同参画の推進を目指した、学部横断型の研究者支援室設置準備委員会が発足
しました。昨年度は学内男女共同参画アンケートを実施し、本学でも少しずつですが研究者支援の
動きが始まっています。本年度は、初めての講演会を企画しました。 
 あなたの「働きかた、暮らしかた」を見つめ直してみませんか？そしてより良い「働きかた、暮
らしかた」を実現するために、個人ができること、職場ができることを一緒に考えてみませんか？
育児や介護など暮らしの問題、キャリア形成など働きかたの問題に、今まさに取り組まれている方
も将来気になる方も、奮ってご聴講下さい。講演終了後の情報交換会（17：45～18：30 矢巾キャ
ンパスのみ）にも是非お気軽にご参加下さい。 

主催：岩手医科大学研究者支援室設置準備委員会 

後援：岩手県医師会、岩手医科大学医師会、岩手医科大学医学部教務委員会・歯学部教務委員会・
薬学部教務委員会、岩手医科大学圭陵会・尚絅会（予定） 

お問い合わせ：岩手医科大学研究助成課 吉田 TEL: 019-651-5111(代) 内線 3268 

ホームページ http://w3j.iwate-med.ac.jp/kenkyu/support/Welcome.html 
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薬学部同窓会設立に向けての検討について（報告）

薬学部同窓会設立に向けての検討（案）

　圭陵会今後のあり方検討委員会では、圭陵会会長より諮問のあった「平成 25 年３月に初の薬学部の卒業
生を輩出することから、その卒業生を迎え入れるための体制」、また「将来の薬学部同窓会の設立のための
援助」について、検討を加えております。
　その検討内容については、圭陵会・医学部同窓会・歯学部同窓会及び父兄会の役員会に対し報告・提案を
行い、基本的な了承を得ているところでありますが、今回会報において会員また薬学部を含めました学生の
ご父兄の皆様にその検討内容をご紹介させていただきます。
　なお、ご質問・ご意見等がございましたなら、圭陵会事務局までお願い致します。

圭陵会今後のあり方検討委員会 委員長（圭陵会幹事長）増田　友之

────────────────────────────────────────

１．現　　況
 薬学部学生（平成 23 年４月１日現在）　796 名
 ５学年 142 名、４学年 152 名、３学年 164 名、２学年 171 名、１学年 167 名
２．薬学部同窓会設立に向けてのタイムスケジュール
 （平成 19 年４月 薬学部開設。）
 （平成 22 年６月 圭陵会役員改選に伴い、薬学部教員の圭陵会役員就任。）
 平成 24 年度 薬学部学生、最終学年の６学年となる。
  圭陵会薬学部（準会員）支援事業として、国試対策援助金の支給開始。
 平成 25 年３月 薬学部第１期卒業生輩出。
 平成 25 年度  圭陵会事業局の中に圭陵会薬学部事業の検討・執行等のための圭陵会薬学部事業局を

新設。
   圭陵会薬学部（準会員・正会員）支援事業として、学術研修事業及び渉外活動等の開始。
 平成 25 年６月  圭陵会役員改選に合わせ、薬学部教員及び薬学部卒業生を圭陵会役員（副会長・幹事等）

に加える。
 平成 35 年度  薬学部同窓会の設立。
  薬学部同窓会費の徴収。
３．圭陵会薬学部（準会員・正会員）支援事業

圭陵会薬学部支援事業として、薬学部学生（圭陵会準会員）及び薬学部卒業生（圭陵会正会員）を対象
とした次の事業を行う。

　（１）国試（薬剤師国家試験）対策援助
６学年への国試対策援助金として平成 24 年度以降毎年度 150 万円を支給する。

　（２）学術研修
主に卒業生を対象とした学術研修（講演等）を実施する。
その経費を平成 25 年度以降毎年度予算計上する。

　（３）渉外活動の支援等
他大学等との交流費用等を平成 25 年度以降毎年度予算計上する。
なお、平成 35 年度（卒業生を輩出後 10 年目）には薬学部同窓会が設立（予定）され、独自の同窓会活
動が開始されることから総会等の会議費を予算計上する。

４．圭陵会薬学部支援事業等に係る財源等
圭陵会薬学部支援事業等の経費及び薬学部圭陵会負担金の財源は、薬学部同窓会年会費を徴収するまで
は、薬学部学生からの圭陵会費（一時金）、また圭陵会薬学部で独自に集めた収入とする。

　（１）薬学部学生圭陵会費（一時金）
薬学部学生（準会員）からの圭陵会費（一時金）は２年次以降６年次まで毎年１万円、総額５万円。
（参考）医・歯学部学生は入学時に 15 万円の一括納入。
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　（２）薬学部圭陵会負担金
平成 25 年４月に薬学部正会員が出ることから、平成 25 年度より圭陵会の事業に係る圭陵会負担金が生
じる。なお、同薬学部圭陵会負担金は、現行の圭陵会負担金の算出方法（平成 22 年度改正）による。
（算出方法）圭陵会一般会計の全支出から収入を引いた分の全額を医学部同窓会・歯学部同窓会及び薬
学部正会員（卒業生）の会員総数（生存者数）の割合で負担する。

５．圭陵会の体制
薬学部同窓会設立までは、圭陵会の体制は現行のままとし、圭陵会事業局の中に圭陵会薬学部事業の検
討・執行等のための圭陵会薬学部事業局を新設する。

６．圭陵会薬学部支援事業の開始に伴う会計処理
平成 24 年度からの圭陵会薬学部支援事業の開始に伴い、現在圭陵会会計の中で処理されている圭陵会
薬学部準会員（平成 25 年度以降は薬学部正会員を含む）の会費等の会計処理は、圭陵会会計より独立
した圭陵会薬学部会計に移行し、処理を行う。
なお、会計処理の方法については現行の圭陵会及び医・歯学部同窓会に準じて行う。

７．圭陵会薬学部の収支予想
３及び４の圭陵会薬学部支援事業・圭陵会負担金等による圭陵会薬学部の収支予想について考察を
行った結果、平成 34 年度までは事業に係る経費は薬学部学生からの一時金で十分であるが、平成 35 年
度以降同窓会が設立され独自の活動が開始されると総会等の会議費も支出されることから、単年度の一
時金で経費を賄うことが困難となる。従って、平成 35 年度に薬学部同窓会を設立（予定）したことを
機に、薬学部同窓会としての独自の年会費 3，000 円（案）（参考；医学部年会費 3，000 円、歯学部年会
費 5，000 円）を平成 35 年度より徴収することを含めた同窓会の発足とする。（下記予想図）
これにより、安定した薬学部同窓会の運営が行われることが予想される。
（参考）同窓会の独自の活動に係る経費（圭陵会負担金を除く）
医学部同窓会；平成 22 年度 444 万円。
圭陵会薬学部；平成 25 年度～ 34 年度まで、各年度 300 万円（予定）。

薬学部同窓会の収支（予想）について


